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総説

日本産魚類に寄生するツツウオジラミ科，工ラノミ科(新称)
Hatschekiidaeおよびニセ工ラノミ科(新称)

Pseudohatscheki idae力イアシ類の目録 (1916嗣 2012年)

長岸和也1).上野大輔2)

1)広島大学大学院生物園科学研究科，〒739-8528広島県東広島市鏡山1-4-4

2)琉球大学理学部，干903-0213沖縄県中頭郡西原町字千原 1

要 旨 1916-2012年に出版された文献に基づき，日本産魚類から記録されたツツウオジラミ科

Dichelesthiidae (1属l種)，エラノミ科(新称)Hatschekiidae (4属44種-未同定l属1稜)およびニセエ

ラノミ科(新称)Pseudohatschekiidae (1属1種)に属するカイアシ類に関する情報(異名リスト，宿

主，寄生部位，地理的分布，文献)を種ごとに整理した。 Congericola.Hatschekia. Prohatschekia. 

Pseudocongericola. Pseudohatschekiaの各属に対して，アナゴノエラノミ，エラノミ，アシュラエ

ラノミ，ハモノエラノミ，ニセエラノミの新標準和名を提唱した。和名をもたない種に対して新標

準和名を提唱するともに，手口名を有する種に対して必要に応じて改称を提案した。今後は，南西諸

島海域における魚類や水産上重要でらない魚類を検査することにより 特にエラノミ科の分類学的研

究を行う必要がある。またツツウオジラミ科エラノミ科ニセエラノミ科ともに生態学的知見

を収集する必要がある。

キーワード:エラノミ科，カイアシ類，魚類寄生虫，ツツウオジラミ科，ニセエラノミ科， 目録

諸 国

本目録で扱う 3科はカイアシ亜綱 Copepodaの管口目 Siphonostomatoidaに属する甲殻類である。ツツウオ

ジラミ科 Dichelesthiidaeとニセエラノミ科(新称)Pseudohatschekiidaeはそれぞ、れl種のみを含む小さな科

であるが，エラノミ科(新称)Hatschekiidaeは2004年までに世界から105種が記載され，魚類に寄生するカ

イアシ類のなかではウオジラミ科 Caligidae(465種以上)やナガクビムシ科 Lemaeopodidae(268種)など

ともに大きな科である (Boxshalland Halsey， 2004)。ツツウオジラミ科，ニセエラノミ科，エラノミ科と

もに海産である。ツツウオジラミ科は板鯨類の口腔壁や歯聞に寄生するほか，まれに硬骨魚類にも寄生す

る。エラノミ科とニセエラノミ科は例外なく硬骨魚類の純、に寄生する。後二者ともに，わが国で報告され

た宿主にはアナゴ科やフサカサゴ科，アマダイ科 アジ科，タイ科なとつ1(産上重要な魚類が含まれている。

これら3科に含まれるカイアシ類各種は，かつて Dichelesthioidea上科の2科(ツツウオジラミ科と新科の

Anthosomatidae科)に属していた (Yamaguti，1963)。しかし，それらの分類学的位置を19世紀の文献にま

で遡って詳細に検討した Kabata(1979) はツツウオジラミ科を再定義するとともに， Anthosomatidae科を

有効な科と認めず，エラノミ科を創設した。また最近， Tang et al. (2010)は，従来ツツウオジラミ科に含

まれていたニセエラノミ(新称)Pseudohatschekia br仰 chiostegiを再記載する際，その形態の特異性に基づ

きニセエラノミ科を創設した。本目録でツツウオジラミ科 エラノミ科 ニセエラノミ科の3科を同時に扱

うのは，このような歴史的背景があるためである。加えて記せば，先に長湾・上野 (2011) によって日本

産種の目録が作成されたヒトガタムシ科 Lemanthropidaeは， Anthosomatidae科に含まれていた5属をもとに
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Kabata (1979) によって創設されたものであり，本目録でツツウオジラミ科に含まれているハナガタムシ

Anthosoma crassumはこの科に含まれていた (Yamaguti，1963)。ただし上述したように，この科は

Kabata (1979)によって無効な科とされ，今日に至っている。また上述のように，この科は Yamaguti(1963) 

によって新しく設けられたものであるが，彼はかなり以前にこの科名をすでに用いた(例えばYamaguti，

1936)。一方，ハナガタムシを含む科には Anthosomidaeという科名が他の研究者によって使われ(例えば

Wi1son， 1932; Shiino， 1955， 1957a)，その和名にハナガタムシ科が提唱された(岡田， 1972)。このように

ヒトガタムシ科，ツツウオジラミ科 エラノミ科，さらに近年は無効とされているハナガタムシ科の分類学

上の扱いは，歴史的な経緯があって複雑で、あるが現在私たちが用いている分類体系は Kabata(1979)によっ

て確立されたと言ってよい。

本目録は，日本産ツツウオジラミ科，エラノミ科'ニセエラノミ科の6属4抑7種(それぞ

未同定l種;パl属l種)について， 1916-2012年の97年間に出版された文献をもとに，各種の情報を整理したも

のである。 1916年は石井重美によってツツウオジラミ科のハナガタムシがわが国で、最初に報告された年で

ある(石井， 1916)。また，上記3科に含まれる各種の1960年代初めまでの情報は山口左仲がモノグラフの

なかで示した (Yamaguti，1963)。さらに， 1985年に J.B. Jonesがエラノミ属(新称)Hatschekiaの再検討

を行った際，この属に含まれる日本既知種の情報を示した(Jones，1985)。しかしその後，上記したように

Kabata (1979) による科レベルでの大きな分類学的再検討が行われ，近年，筆者らによるエラノミ科とニ

セエラノミ科に関する研究が進み，多くの新知見が蓄積された (Uyenoand Nagasawa， 2009a， 2009b， 

2010a， 2010b， 2010c， 2012; Tang et al.， 2010)。本目録は，そうした最新情報も踏まえて，わが国における

ツツウオジラミ科，ニセエラノミ科，エラノミ科3科に関する知見をまとめたものである。

本目録では，各科において，各属をアルフアベット順に並べた後，各属では種小名のアルファベット順に

各種を記述した。標準和名と最新の学名をまず記し，異名リストと宿主 寄生部位を示したあと，地理的分

布を示した。異名リストに示した学名はわが国で=用いられたものに限り これを欠くものは異名での報告が

わが国にないことを示す。各異名の直後には，それらを報告した著者名と出版年を示した。宿主である魚類

は，中坊 (2000)が示した分類体系に従って配列し標準和名と学名を記した。この際，過去の論文で現

在の和名と学名と異なるものが使われた場合には括弧内にそれを記した。近年に種の記載が行われたなどの

理由により，中坊 (2000)に掲載されていない魚類が宿主として報告された場合には，各寄生虫の備考で

そうした魚類の学名などの説明を行った。地理的分布に関する情報は海域(北太平洋， 日本海，瀬戸内海，

東シナ海)ごとに整理し都道府県名を含む詳細な採集地と出典情報(著者名と出版年)を示した。都道府

県名は北から南に順に配列した。原典に詳細な採集地の情報を欠く場合には i-Jで示した。備考では，新

標準和名や改称の提案根拠や当該種に関する情報などを記した。なお，国際動物命名規約第4版(動物命名

国際審議会， 2000)に従って異名リスト.新参異名，種小名などの用語を本目録で用いた。

各寄生虫の記録を上記のようにまとめたあと さらに宿主 寄生虫リストとして整理した。このリストで

は，宿主として報告された魚類を中坊 (2000) に示された分類体系に従って並べ，各魚種から記録された

カイアシ類を示した。各科において宿主魚類は五十音順に並べた。

上述したように，ツツウオジラミ科とエラノミ科の分類体系に関しては Yamaguti(1963)とKabata(1979) 

によるモノグラフが参考になる。エラノミ科に限ればJones(1985)の論文が有用である。本目録で、扱った

カイアシ類のなかには中国や韓国にも分布する種があり，それぞれ Songand Kuang (1980) とKim(1998) 

カ汁青幸IKをまとめている。インドとオーストラリアにおける情;幸RはPillai(1985) とKabata(1991)からf与る

ことができる。なお，本目録は筆者らによる日本産寄生性カイアシ類目録の第5報である(長津ら， 2007 [エ

ラジラミ科]， 2010 [ウオジラミ属]; Nagasawa， 2011 [瀬戸内海産寄生性カイアシ類];長津・上野， 20日

[ヒトガタムシ科])。
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日本産ツツウオジラミ科，エラノミ科およびニセエラノミ科力イアシ類の目録

カイアシ亜綱

Subclass Copepoda Milne Edwards， 1830 

新力イアシ下綱

Infraclass N eocopepoda Huys and Boxshall， 1991 

管口百(シフォノストム目)

Order Siphonostomatoida Burrneister， 1835 

Siphonostomatoidaを管口日(シフォノストム目)と記述する経緯は長津ら (2010) を参照されたい。本

日はウオジラミ亜日(文部省・日本動物学会， 1988)あるいはシフォノストム目(ウオジラミ目) (大塚，

1997， 2000;大塚・駒井， 2008) と呼ばれていた。

ツツウオジラミ科

Family Dichelesthiidae Milne Edwards， 1840 

本科の和名として内田(1972・422)がツツウオジラミ科を用いたので本目録でも従う。本科と近縁科に

関する分類学的な論議 (Yamaguti，1963; Kabata， 1979)があったことは本目録の諸言に記した。

ハナガタムシ属

Genus Anthosoma Leach， 1816 

ハナガタムシ

Anthosoma crassum (Abildgaard， 1794) 

宿主 E アオザメ Isurusoxyrinchus (=Isuropusis glauca)，ネズミザメ Lamnaditropis (=Isurus nanus， Lamna 

nanus)，ホホジロザメ Carcharondoncarcharias， ヨシキリザメ Prionαceglauca， エドアブラザメ

Heptranchias perlo 

寄生部位:口腔壁，歯間

地理的分布:北太平洋(宮城県気仙沼沖:Shiino， 1955， 1957a;北海道椴法華沖:Ho and Kim， 1996;東京市

場.石井， 1916;和歌山県勝浦沖田 Hoand Nagasawa， 2001)，日本海(富山県富山湾・ Yamaguti，1936;富

山県富山市水橋沖:伊津， 1994)，ー(飯島 1918;Wilson， 1932) 

備考'わが国のサメ類に寄生する本種の生物学的知見が最近長津 (2012)によって整理された。椎野 (1965)

は本種がマンボウにも寄生すると記したが，わが国にはこの魚種からの記録はない。本種は汎世界種であ

り (Kabata，1979)，近隣では韓国産ネズミザメから記録がある (Kim，1998)。本属と本種の標準和名は 1

それぞれ椎野 (1964:126) と椎野 (1957，1965)による。
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工ラノミ科(新称)

Family Hatschekiidae Kabata， 1979 

本科は Kabata(1979)によって創設された科である。本科に含まれる属種は Yamaguti(1963)ではツツ

ウオジラミ科に収められていた。本科の分類に関する歴史的経緯(本目録の諸言を参照)や内田 (1972・

422) による Dichelesthiidaeへの和名提案を知らないまま，稲葉 (1988: 157) は本科にツツウオジラミ科

の和名を用いたが，これは正しくない。新標準和名の由来は，下記のエラノミ属の項を参照されたい。

アナゴノ工ラノミ属(新称)

Genus Congericola van Beneden， 1854 

アナゴノ工ラノミ(新称)

Congericola congeri (Yamaguti and Yamasu， 1959) 

異名リスト:Metahatschekia congeri (Yamaguti and Yamasu， 1959) 

宿主:マアナゴ Congermyriaster (=Conger conger) 

寄生部位:鯨

地理的分布:北太平洋(愛知県新舞子東京大学水族館:Yamaguti and Yamasu， 1959) 

備考:本属と本種の新標準和名は，本種がアナゴ、科魚類の偲に寄生することに因む。

エラノミ属(新称)

Genus Hatschekia Poche， 1902 

新標準和名は，本属に属する種が硬骨魚類の鯉、に寄生し，その大きさが昆虫類のノミ(蚤)のように小さ

いことに因む。椎野 (1965)は，本属の Ha釘chekiaルsiformisと近縁属種の Pseudocongericolachφonensls 

にそれぞれ「つつうおじらみ」と「はものつつうおじらみ」を用いた。この事実に基づけば，彼は

Hatschekia属の和名として「つつうおじらみjを考えていた可能性が高いが，和名の提案は行われなかった。

また，本目録の諸言で記したように，ツツウオジラミ科 Dichelesthiidaeと近縁科の分類は1979年に Kabata

によって整理されるまで混乱が続いており，彼は多くの資料に基づいて，ツツウオジラミ科に本属を含めず，

本属と近縁属に対してエラノミ科Hatschekiidaeを創設した (Kabata，1979)。このような背景を考慮すると，

本属の和名として「つつうおじらみJを用いることは，現在のツツウオジラミ科とエラノミ科の分類学的な

関係から好ましくなく，ここで本属に対して新標準和名を提唱する。

ウミスズメノ工ラノミ(新称)

Hatschekia bibullae Uy巴noand Nagasawa， 2010 

宿主:ウミスズメ Lactoriadiaphana 

寄生部位:鰐、

地理的分布:北太平洋(高知県黒潮町土佐佐賀沖・ Uyenoand Nagasawa， 2010a) 

備考:新標準和名は，本種がウミスズメの鯨に寄生することに因む。



ツツウオジラミ科，エラノミ科1 ニセエラノミ科カイアシ類の目録

キハッソクノエラノミ(新称)

Hatschekia bifurcata Yamaguti and Yamasu， 1959 

宿主:キハッソク Diploprionbifasciatum (=Dψloprion b柿sciatus)

寄生部位:問、

地理的分布:瀬戸内海(岡山県玉野市渋川:Yamaguti and Yamasu， 1959) 

備考.新襟準和名は，本種がキハッソクの鯨に寄生することに因む。

アカアマダイノ工ラノミ(新称)

Hatschekia branchiostegi Yamaguti， 1939 

異名リスト:Hatschekia cylindricα(Shiino， 1957c) 

宿主:アカアマダイ Brachiostegusjaponicus，キュウセン Halichoer，ω poecilopterus

寄生部位偲

41 

地理的分布・北太平洋(高知県・ Yamaguti，1939;三重県伊勢湾:Shiino， 1957c)，日本海(福井県小浜・

Yamaguti， 1939) 

備考:伊勢湾産キュウセンから記載された H cylindricaの標本を観察した Jones(1985) は，この種と本種

を分ける理由が見つからないとして両種を同一種とした。また同時に，オマーン湾産スズキ科魚類の

Serr，ωlUS属から報告された H ovalisも本種と同一種である可能性を示唆した。本種は韓国産アカアマダ

イとキュウセンからも記録がある (Kim，1998)。新標準和名は，本種がアカアマダイの幌、に寄生するこ

とに因む。

アカタチノエラノミ(新称)

Hatschekia cepolaeYamaguti， 1939 

宿主・スミツキアカタチ Cepolaschlegeli，イッテンアカタチ Acanthocepolalimbatα 

寄生部位:鰐、

地理的分布:北太平洋( ・Yamaguti，1939)， 日本海(一:Yamaguti， 1939) 

備考:新標準和名は，本種がアカタチ科魚類の鯨に寄生することに因む。

宿主:マハタ属のl種 Epinephelussp. 

寄生部位・自思

ハタノ工ラノミ(新称)

Hatschekia cernae Goggio， 1905 

地理的分布:東シナ海(沖縄県沖縄島那覇:Shiino， 1957b) 

備考:本穏の分布域は広く.地中海や西アフリカ沖からも記録がある (Jones，1985)。新標準和名は，本種

がハタ科魚類の鯨に寄生することに因む。
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リュウキュウエラノミ(新称)

Hatschekia churaumi Uyeno and Nagasawa， 2010 

宿主:キヘリモンガラ Pseudobalistesflavimarginatus

寄生部位・鯨

地理的分布:北太平洋(沖縄県沖縄島石川浜沖・ Uyenoand Nagasawa， 2010c) 

備考:新標準和名は，本種の模式産地である沖縄県の古称「琉球」に因む。

マナガツオノエラノミ(新称)

Haおchekiacon俳raYamaguti，1939 

宿主.マナガツオ Pampuspunctatissimω(ニStromateoidesargenteus) 

寄生部位:鯉、

地理的分布.ー(京都大学瀬戸臨海実験所[保存標本]田 Yamaguti，1939) 

備考'本種の分布域は広く，チリ (Cressey，1968)，北東太平洋 (Kabata，1981)，ニュージーランド (Jones，

1985) ，南アフリカ(Oldewage，1993)からも記録がある O 新標準和名は，本種がマナガツオの慨に寄生

することに因む。

ツツガタエラノミ(新称)

Hatschekia cylindrus Uyeno and Nagasawa， 2009 

宿主:イトヒキオキハギAbalistesjilamentosus 

寄生部位:鰐

地理的分布:北太平洋(沖縄県沖縄島名護市天仁屋沖:Nagasawa and Uyeno， 2009b) 

備考:新標準和名は，本種の体形が筒形であることに因む。本種の宿主魚、は中坊 (2000) には掲載されて

いなし、。その和名と学名は松浦・吉野 (2005) とMatsuuraand Yoshino (2004) による。

クマドリノエラノミ(新称)

Hatschekiafukurubi Uyeno and Nagasawa， 2010 

宿主:クマドリ Balistapusundulatus 

寄生部位:鯨

地理的分布:東シナ海(沖縄県沖縄島残波岬沖:Uyeno and Nagasawa， 2010c) 

備考:新標準和名は，本種がクマドリの鰐に寄生することに因む。

エラノミ(改称)

HaぉchekiaルsiformおShiino，1957 

異名リスト:Hatschekia sp. (市原ら， 1965) 

宿主・ハシキンメ Gephyroberyxjaponicus，ヒウチダイHoplostethusjaponicus (=Hoplostethus mediterraneus) 

寄生部位:純白

地理的分布:北太平洋(神奈川県相模湾，市原ら， 1965，和歌山県南部町沖:Shinno， 1957b) 
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備考:市原ら (1965)が相模湾産ハシキンメから得て Hatschekiaspとして報告した個体の形態学的特徴が

本種とほとんど一致するので，ここに含める。 Shinno(1957b) が本種の宿主として報告した

Hoplostethω mediterraneusはわが固に生息しない(中坊， 2000)。しかし，椎野 (1965)はこの種を「ヒ

ウチダイ」と記しているので，ここでもヒウチダイとする。本種の標準和名に関して，椎野 (1965)は「つ

つうおじらみ」を用いたが，エラノミ属の和名の項で説明したように，本種にこの和名を用いると，本種

が別科のツツウオジラミ科 Diche[esthiidaeに属することを連想させるので好ましくない。そこで，本種の

標準和名をエラノミに改称する。

イノー工ラノミ(新称)

Hatschekia hemicyclium Uyeno and Nagasawa， 2010 

宿主:クラカケモンガラ Rhinecanthusνerrucosus， ムラサメモンガラ R，aculeatus， タスキモンガラ R

rectangulus 

寄生部位:鯨

地理的分布:北太平洋(沖縄県沖縄島大度海岸沖:Uyeno and Nagasawa， 20[Oc)，東シナ海(沖縄県沖縄島

真栄田岬沖・岡県沖縄島砂辺沖 Uyenoand Nagasawa， 2010c) 

備考:新標準和名は，本種の宿主が多く生息する礁池を表す沖縄地方の方言「イノー」に因む。

ハリセンボンノエラノミ(新称)

Hatschekia iridescens Wi[son， 19 [3 

異名リストー Hatschekiadiodontis (Yamaguti， 1953) 

宿主.ネズミフ夕、Diodonhystrix，ハリセンボン D.holocanthus， ヒトヅラハリセンボン Diodonliturosus 

寄生部位:鰐、

地理的分布:北太平洋(高知県大月町西泊・沖縄県慶良間列島阿嘉:Uyeno and Nagasawa， 2009a)，東シナ

海(沖縄県那覇市:Yamaguti， 1953;沖縄県金武湾与那城:Uyeno and Nagasawa， 2009a) 

備考・ Yamaguti([953)が那覇産ハリセンボンから得て記載した Hatschekiadiodontisは， Jones(1985)によっ

て本種の新参異名とされた。新標準和名は，本種がハリセンボン属魚類の鰐、に寄生することに因む。

イゼナエラノミ(新称)

Hatschekia izenaensis Uyeno and Nagasawa， 2010 

宿主.スジナメモンガラ Xanthichythyslineopunctatus 

寄生部位:鯨

地理的分布:東シナ海(沖縄県伊是名烏沖:Uyeno and Nagasawa， 2010c) 

備考:新標準和名は，本種の模式産地である沖縄県伊是名島に因む。

ニッポンエラノミ(新称)

Hatschekia japonica Jones， 1985 

異名リストー Hatschekiαlabracis(Yamaguti， 1939) 

宿主:イラ ChoerodonαzurlO
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寄生部位:鯨

地理的分布・瀬戸内海(兵庫県垂水:Yamaguti， 1939) 

備考・ Yamaguti(1939)が垂水産イラから得て Hatschekia/，αbr町討に同定した種は， Jones(1985: 246)によっ

て本種に命名された。このため，Uyeno and Nagasawa (2009a)が日本産エラノミ属の検索表を作成した際，

本種を H.labracisと記したが，それは誤りで H.japonicaと記すべきであった。新標準和名は，本種の種

ノj、名}apomcaが日本を示すことに因む。

ジョーンズエラノミ(新称)

Hatschekiajonesi Uyeno and Nagasawa， 2010 

宿主.ムスメハギSufflamenbursa， メガネハギ S.}均enatum

寄生部位惚

地理的分布 東シナj毎(沖縄県沖縄島真栄田岬沖・岡県沖縄島北谷町沖:Uyeno and Nagasawa， 2010c) 

備考新標準和名は，エラノミ属の分類に大きな貢献をした1.B. Jones博士の姓に因む。

力バタエラノミ(新称)

Hatschekia kabatai Uyeno and Nagasawa， 2010 

宿主:スジナメモンガラ Xanthichythyslineopunctatus 

寄生部位.線

地理的分布:東シナ海(沖縄県伊是名島沖:Uyeno and Nagasawa， 2010c) 

備考:新標準和名は，寄生↑生カイアシ類の系統分類学で偉大な業績を挙げた Z.Kabata博士の姓に因む。

ウルマ工ラノミ(新称)

Hatschekia khahajya Uyeno and Nagasawa， 2010 

宿主.ハクセイハギ Cantherhinesdumerilii，アザミカワハギAmansesscopas 

寄 生 部 位 鰻

地理的分布:北太平洋(沖縄県黒島:Uyeno and Nagasawa， 2010b)，東シナ海(沖縄県座間味島沖:Uyeno 

and Nagasawa， 2010b) 

備考 新標準和名は，サンゴの島を意味する沖縄地方の方言「うるま」に因む。

ク口シオエラノミ(新称)

Hatschekia kuroshioensis Uyeno and Nagasawa， 2010 

宿主:ハマフゲ Tetrosomusconcatenates 

寄生部位田徳

地理的分布:北太平洋(高知県黒潮町土佐佐賀沖:Uyeno and Nagasawa， 2010a) 

備考:新標準和名は，本種の模式産地である高知県黒湖町に因む。
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イシガキフグノエラノミ(新称)

Hatschekia legouli Nunes-Ruvio， 1954 

宿主・イシガキフグ Chilomycterusreticulatus 

寄生部位:鰐、
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地理的分布目北太平洋(高知県大月町西泊・ Uyenoand Nagasawa， 2009a)，東シナ海(鹿児島県種子島西之

表市・ Uyenoand Nagasawa， 2010b) 

備考:新標準和名は 1 本種がイシガキフグの鰐、に寄生することに因む。

ブダイノエラノミ(新称)

Hatschekia leptoscari Yamaguti， 1939 

宿主:ブダイ Calotomusjaponicus(ニLeptoscarusjaponicus) 

寄生部位:偲

地理的分布:瀬戸内海(兵庫県垂水:Yamaguti， 1939) 

備考:新標準和名は，本種がブダイの鯨に寄生することに因む。

ヤスリエラノミ(新称)

Hatschekia lima Uyeno and Nagasawa， 2009 

宿主:イトヒキオキハギAbalistesfilamentosus 

寄生部位鯨

地理的分布:北太平洋(沖縄県沖縄島名護市天仁屋沖:Nagasawa and Uyeno， 2009b) 

備考:新標準和名は，本種の体表がヤスリ状でざらざらしていることに因む。本種の宿主魚は中坊 (2000)

には掲載されていない。その和名と学名は松浦・吉野 (2005) とMatsuuraand Yoshino (2004)による。

セノビエラノミ(新称)

Hatschekia longibrachium Yamaguti， 1939 

宿主.アカアマダイ Brachiostegusjaponicus 

寄生部位:鰐、

地理的分布.日本海(福井県小浜:Yamaguti， 1939) 

備考‘本種は韓国産アカアマダイからも記録がある (Kim，1998)。新標準和名は，本種の体が細長く伸長

することに因む。

アカモンガラノ工ラノミ(新称)

Hatschekia mihkagan Uyeno and Nagasawa， 2010 

宿主・アカモンガラ Odonusniger 

寄生部位:鯨

地理的分布:東シナ海(沖縄県瀬底島沖:Uyeno and Nagasawa， 2010c) 
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備考目新標準和名は，本種がアカモンガラの鯨に寄生することに因む。

ウマヅラハギノ工ラノミ(新称)

Hatschekia monacanthi Yamaguti， 1939 

宿主'カサゴSebastiscusmarmoratus ウマヅラハギ Thamnaconusmodestus (=Navodon modestus)，カワハ

ギStephanolepiscirrh!fer (=Monacanthus cirrhifer) 

寄生部位:線、

地理的分布・日本海(富山県富山湾:Yamaguti， 1939，石川県小木・ Jones，1985，福井県小浜:Yamaguti， 

1939，鳥取県境港:Uyeno and Nagasawa， 2009a)，瀬戸内海(広島県大崎上島:Uyeno and Nagasawa， 

2009a) 

備考回 Yama伊 ti(1939)は本種をカワハギから得たと報告したが， Uyeno and Nagasawa (2009a)は日本各

地からカワハギを得て調べてもエラノミ属カイアシ類を一切見出せなかったことから，本種はウマヅラハ

ギに特異的で， Yamagutiが宿主の同定を誤ったのではないかと考えている。彼らはまた，カサゴに本種

の寄生が見られたことに関して (Yamaguti，1939)，これは魚市場での取り扱い中に本種がカワハギ字十魚

類からカサゴ、に偶然移ったことが原因であるとみている。新標準和名は，本種がウマヅラハギの偲に寄生

することに因む。

モンガラカワハギノ工ラノミ(新称)

Hatschekia mongarah Uyeno and Nagasawa， 2010 

宿主:モンガラカワハギBalistoidesconspicillum 

寄生部位 a 鯨

地理的分布.東シナ海(1中縄県座間味島沖・岡県与那国島沖:Uyeno and Nagasawa， 2010c) 

備考 新標準和名は，本種がモンガラカワハギの閥、に寄生することに由来する。

ナハエラノミ(新称)

Hatschekia nahaensis Yamaguti， 1953 

宿主.オヤピッチャ属のl種Abud酬がsp.

寄生部位.徳

地理的分布:東シナ海(沖縄県那覇市:Yamaguti， 1953) 

備考:新標準和名は，本種の模式産地の沖縄県那覇市に由来する。

ナカムラエラノミ(新称)

H atschekia nakamurai Uyeno and N agasawa， 2010 

宿主:クロモンガラ Melichthysvidua 

寄生部位:鯨

地理的分布:東シナ海(沖縄県瀬底島沖・同県水納島沖:Uyeno and Nagasawa， 2010c) 

備考回新標準和名は，琉球大学瀬底臨海実験所技術専門職員の仲村茂夫氏の姓に由来する。
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ハコフグノエラノミ(新称)

Hatschekia ostracii Yamaguti， 1953 

宿主:ミナミハコフグ Ostracioncubicus (=Ostracion tuberculatum)，ハコフグ Ostracionimmaculatus 

寄生部位:鯉、
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地理的分布:北太平洋(高知県竜串:Uyeno and Nagasawa， 2009a)，東シナ海(沖縄県慶良間列島阿真・同

県崎本部:Uyeno and Nagasawa， 2009a)，瀬戸内海(徳島県小松島:Yamaguti， 1953) 

備考:本種は韓国産ハコフグにも寄生する (Kim，1998)。新標準和名は，本種がハコフグ属魚類の鰍に寄

生することに由来する。

マダイノエラノミ(新称)

Hatschekiapagl'osomi Yamaguti， 1939 

異名リスト・ Hatschekiatrachuri (Yamaguti and Yamasu， 1960) 

宿主.マダイ Pagrusmajor (=Pagrosomus unicolor) ， フエフキダイ Lethrinushaematopterus， マアジ

Trachurus japonicus (=Trachurus trachuri) 

寄生部位鯨

地理的分布'瀬戸内海(-:Yamaguti 1939，兵庫県垂水:Yamaguti and Yamasu 1960) 

備考:Yamaguti and Yamasu (1960)が垂水産マアジから得て記載した Hatschekiatrachuri は， Jones (1985) 

によって本種の新参異名とされた。本種はオーストラリア (Kabata，1991) ニュージーランド (Roubal

dα1.. 1983)，韓国 (Kim，1998) にも分布する。新標準和名は，本種がマダイの鯨に寄生することに由

来する o Kabata (1991) は，市原ら (1964)が相模湾産マアジから本種(丘 trachuri) を得たと記してい

るが，原著にはそのような記述はない。

シリゴミエラノミ(新称)

Hatschekia pseudobalistesi Uyeno and Nagasawa， 2010 

宿主:イソモンガラ Pseudoba/istesfuscus 

寄生部位・鯨

地理的分布・北太平洋(沖縄県金武湾平安座島沖:Uyeno and Nagasawa. 2010c) 

備考新標準和名は，本種の後体部が極端に短いことに由来する。

ベラノ工ラノミ(新称)

Hatschekia pseudolabri Yamaguti， 1953 

宿主:ササノハベラ属のl種 Pseudolabrussp. (=Pseudolabrus japonicus) ， キツネダイ Bodianusoxycephalus 

(ニVerreooxycephαlus) 

寄生部位・鯨

地理的分布・瀬戸内海(徳島県小松島田 Yamaguti，1953) 

備考:中坊 (2000) によれば，従来わが国で Pseudolabrusjaponicusとされてきたササノハベラ属魚類には

2種が混在し，それらのいずれにも Pjaponicusの学名は用いることができないため，ここではササノハ

ベラ属のl種として扱う。新標準和名は，本種がベラ科魚類の鯨に寄生することに由来する。
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イトマキフグノ工ラノミ(新称)

Hatschekia pseudostracii Uyeno and Nagasawa，、 2010

指主 イトマキフグKentrocaprosαculeatus

寄生部位・惚

地理的分布・東シナ海(-: Uyeno and Nagasawa， 2010a) 

備考:新標準和名は，本種がイトマキフグの惚に寄生することに因む。

ミカヅキ工ラノミ(新称)

Hatschekia quadrabdominalis YU， 1933 

異名リスト:Hatschekia curvata (Yamaguti and Yamasu， 1959) 

宿主.キントキダイ Priacanthusmacracanthus 

寄生部位.鯨

地理的分布.北太平洋(愛知県新舞子東京大学水族館:Yamaguti and Yamasu， 1959) 

備考:Yamaguti and Yamasu (1959)がキントキダイから得て記載した Hatschekiacurvat，日は， Jones (1985) 

によって本種の新参異名とされた。本種は中国 (y凸， 1933; Jones， 1985では Chi1eと誤記)，ベネズエラ

(Jones， 1985) にも分布する。新標準和名は，本種の胴部が三日月様に湾曲することに因む。

メイチダイノエラノミ(新称)

Hatschekia rotund~注~enitalis Yamaguti， 1939 

宿主・メイチダイ Gymnocraniusgrise附

寄生部位:鰐、

地理的分布:北太平洋(京都大学瀬戸臨海実験所:Yamaguti， 1939) 

備考田本種はオーストラリアにも分布する (Kabata，1991)。新標準和名は，本種がメイチダイの鯨に寄生

することに因む。

スミレヤッコノエラノミ(新称)

Hatschekia sumireyakko Uyeno and Nagasawa， 2012 

宿主:スミレヤッコ Paracentropygevenusta (ニCentropygevenusta) 

寄生部位，鯉

地理的分布:東シナ海(沖縄県久米島鳥島沖:Nagasawa and Uyeno， 2012) 

備考，新標準和名は，本種がスミレヤッコの鯨に寄生することに因む。

スナオ工ラノミ(新称)

Hatschekia sunaoi Uyeno and Nagasawa， 2009 

宿主:イトヒキオキハギ Abalistes戸lamentosus
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寄生部位鯨

地理的分布‘北太平洋(沖縄県沖縄島名護市天仁屋沖:Nagasawa and Uyeno， 2009b) 

備考:新標準和名は，本種の採集に協力くださった山城 淳氏(沖縄市)の名に因む。本種の宿主魚は中坊

(2000) には掲載されていない。その和名と学名は松浦・吉野 (2005) とMatsuuraand Yoshino (2004) 

による。

マツカサウオノエラノミ(新称)

Hatschekia tenuis (Heller， 1865) 

異名リスト :H，αtschekiamonocentris (Yamaguti and Yamasu， 1959) 

宿主・マツカサウオ Monocentrisjaponica 

寄生部位:鯨

地理的分布:瀬戸内海(ー Yamagutiand Yamasu， 1959) 

備考:Yamaguti and Yamasu (1959)が玉野産マツカサウオから得て記載した Hatschekiamonocentris は，

Jones (1985) によって本種の新参異名とされた。本種はフィリピンからも記録がある(Jones，1985)。

新標準和名は，本種がマツカサウオの惣に寄生することに因む。

ミツワエラノミ(新称)

Hatschekia triallnuli Uyeno and Nagasawa， 2012 

宿主.ヘラルドコガネヤッコ Centropygeheraldi 

寄生部位:偲

地理的分布:東シナ海(沖縄県久米島鳥島沖:Nagasawa and Uyeno， 2012) 

備考・新標準和名は，本種の頭胸部背面に3個のリング状骨格がよく発達することに因む。

ザンパ工ラノミ(新称)

Hatschekia zallpa Uyeno and Nagasawa， 2010 

宿主クマドリ Balistapusundulatus 

寄生部位側、

地理的分布:東シナ海(沖縄県沖縄島残波岬沖・岡県沖縄島北谷沖・ Uyenoand Nagasawa， 2010c) 

備考・新標準和名は，本種の模式産地の沖縄県残波岬に由来する。

未同定種

Hatsc/zekia sp 

異名リスト:Hatschekia sp， (加藤ら， 1963) 

宿主'クロシピカマス Promethichthysprometheus 

寄生部位田鯨

地理的分布:北太平洋(神奈川県相模湾.加藤ら， 1963) 
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アシュラエラノミ属(新称)

Genus Prohatschekia Nunes-Ruvio， 1954 

新標準和名は，二分肢した3対の脚肢(第1-3胸肢)もつ本属カイアシ類の形態学的特徴が，同じく 3対の

腕を有する阿修羅に似ていることに因む。本属に関しては Hamzaet al. (2007)が有用である。

アシュラエラノミ(新称)

Prohatschekia antennalis Avdeev and Kazatcehnko， 1986 

宿主.アンコウ Lophiomussetigerus 

寄生部位・惚

地理的分布・北太平洋(日本南方海域:Avdeev and Kazatch巴nko.1986) 

コヒゲアシュラエラノミ(新称)

Prohatschekia a~仰tati (Yamaguti， 1939) 

異名リスト :Hatschekiαawatati (Yamaguti. 1939) 

宿主:シオイタチウオ属のl種 Neobythitesmacrops 

寄生部位:鯨

地理的分布:北太平洋(静岡県舞阪:Yamaguti. 1939) 

備考'本種の宿主は上記学名で報告されたが (Yamaguti.1939). 中坊 (2000) にはこの学名に一致する種

がないため，ここではシオイタチウオ属のl種とする。本種はオーストラリアにも分布する (Kabata.

1991)。新標準和名は，本種の第l触角が短いことに因む。

アカムツノアシュラエラノミ(新称)

Prohatschekia laguncula Shiino， 1957 

宿主.アカムツ Doederleiniaberycoides 

寄生部位:鰐

地理的分布:北太平洋(三重県尾鷲沖:Shiino. 1957b) 

備考.新標準和名は，本種がアカムツの惚に寄生することに因む。

カサゴノアシュラエラノミ(新称)

Prohatschekia sebastisci (Yamaguti， 1939) 

異名リスト Hatschekia sebastisci (Yamaguti. 1939) 

宿主.カサゴSebastiscusmarmoratus 

寄生部位田鯨

地理的分布'日本海(福井県小浜:Yamaguti， 1939) 

備考:新標準和名は，本種がカサゴの鯨に寄生することに因む。
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宿主.ハモ Muraenesoxcinereus 

寄生部位:鯨

ハモノ工ラノミ属(新称)

Genus Pseudocongericola Yu， 1933 

ハモノエラノミ(改称)

Pseudocongericola chξfoonensis Yu， 1933 

地理的分布.瀬戸内海(一:Yamaguti， 1939)，ー (Shiino，1957b) 
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備考・椎野 (1965，1979) は，本種の和名として「はものつつうおじらみjを用いた。しかし「つつうお

じらみjは別科 Dichelesthiidaeのカイアシ類を示す和名であるため，ここで本種の標準和名をハモノエラ

ノミに改称する。この和名の改称に関しては，エラノミ属の説明とエラノミの備考を参照されたい。本属

の新標準和名と本穫の改称和名は宿主の和名に由来する。

ニセエラノミ科(新称)

Family Pseudohatschekiidae Tang， Izawa， Uyeno and Nagasawa， 2010 

本科が創設された経緯は Tanget al， (2010) に詳しい。新標準和名は，科名にある Pseudoが偽物を意味

することによる。

ニセエラノミ属(新称)

Genus Pseudohatschekia Yamaguti， 1939 

ニセエラノミ(新称)

Pseudohatschekia branchiostegi Yama♂lti， 1939 

異名リスト:Pseudohatschekia mebaru (Yamaguti， 1939) 

宿主:アカメバル Sebastesinermis (=Sebastodes inermis) ，アカアマダイ Brachiostegusjaponicus，シロアマ

ダイ Brachiostegusalbus，ハナアマダイ Brachiostegussp. 

寄生部位:鰍

地理的分布:北太平洋(和歌山県田辺湾・ Tanget al.， 2010，高知県高知市 Yamaguti，1939，沖縄県沖縄島

泡瀬魚市場:Tang et al.， 2010)，日本海(山口県萩市沖:Tang et al.， 2010， 長崎県対馬沖・ Tanget al.， 

2010). 瀬戸内海(兵庫県垂水・ Yamaguti，1939)， -(沖縄県沖縄島沖:Tangetal" 2010) 

備考:Tang et al. (2010)は本種を再記載するとともに，その特異な形態に基づき，本種をもとにニセエラ

ノミ科を創設した。その際，垂水産アカメバルから記載された Pseudohatschekiamebaruを本種の新参異

名とした。本種は韓国産アカアマダイにも寄生する (Kim，1998)。なお，本目録ではメバル属魚類の学

名とれl名は Kaiand Nakobo (2008) に従った。
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宿主ー寄生虫リスト

軟骨魚網 Chondrichthyes

ネズミザメ目 Lamniformes

ネズミザメ科 Lamnidae

アオザメ Isurusoxyrinchus ハナガタムシ Anthosomacrassum 

ネズミザメ Lamnaditropis・ハナガタムシ Anthosomacrassum 

ホホジロザメ Carcharondoncαrcharias ハナガタムシ Anthosomacrassum 

メジロザメ目 Carcharhiniformes

メジロザメ科 Carcharhinidae

ヨシキリザメ Prionaceglauca :ハナガタムシ Anthosomacrassum 

カグラサ、メ日 Hexanchiformes

カグラザメ科 Hexanchidae

エドアプラザメ Heptranchiasperlo :ハナガタムシ Anthosomacrassum 

硬骨魚綱 Osteichhthyes

ウナギ目 Angulliformes

ハモ科 Muraenesocidae

ハモ Muraenesoxcinereω ハモノエラノミ Pseudocongericol，αch耳foonensis

アナコマヰ Congridae

マナゴ Congermyriaster アナゴノエラノミ Congericolacongeri 

アシロ目 Ophidiiformes

アシロ手二十 Ophidiidae

シオイタチゾウオ属のl干重Neobythitesmacrops :コヒゲアシユラエラノミ Prohatschekiaawatati 

アンコウ日 Lophiiformes

アンコウ科 Lophiidae

アンコウ Lophiomussetigerus :アシュラエラノミ Prohαtschekiaantennalis 

キンメ夕、イ目 Beryciformes

ヒウチダイ科 Tracichthyidae

ハシキンメ Gephyroberyxjaponicus エラノミ HatschekiajIlsiformis 

ヒウチダイ Hoplostethusjaponicus・エラノミ Hatschekiafusiformis 

マツカサウオ科 Monocentridae

マツカサウオ Monocentrisjaponica マツカサウオノエラノミ Hatschekiatenuis 

カサゴ目 Scorpaeniformes

フサカサゴ科 Scorpaenidae

アカメバル Sebastesinermis ニセエラノミ Pseudohatschekiabranchiostegi 

カサゴ Sebastiscusmarmoratus ウマヅラハギノエラノミ Hatschekiamonacanthi， カサゴノアシュラ

エラノミ Prohatschekiasebastisci 

スズキ日 Perciformes

ホタルジャコ科 Acropomatidae

アカムツ Doederleiniaberycoides :アカムツノアシュラエラノミ Prohatschekialaguncula 

ハタ平ヰ Serranidae

マハタ Epinephelussp ハタノエラノミ Hatschekiacernae 

キハッソク D伊loprionbifasciatum :キハッソクノエラノミ Hatschekiabifurcata 

キントキダイ不ト Priacanthidae

キントキダイ Priacanthusmαcrαcanthus :ミカヅキエラノミ Hatschekia quadrabdominalis 

アマダイ科 Branchiostegidae
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アカアマダイ Brachiostegusjaponicus アカアマダイノエラノミ Hatschekiabranchiostegi， セノピエ

ラノミ Hatschekialongibrachium，ニセエラノミ Pseudohatschekiabranchiostegi 

シロアマダイ Brachiostegusalbus ニセエラノミ Pseudohatschekiabranchiostegi 

ハナアマダイ Brachiostegussp. ニセエラノミ Pseudoha臼chekiabranchiostegi 

アジ科 Carangidae

マアジ Trachurusjaponicus・マダイノエラノミ Hatschekiapagrosomi 

タイ科 Sparidae

マダイ Pagrusmajor :マダイノエラノミ Hatschekiapαgrosomi 

フエフキダイ科 Lethrinidae

フエフキダイ Lethrinushaematopterus マダイノエラノミ Hatschekiapagrosomi 

メイチダイ Gymnocraniusgriseus :メイチダイノエラノミ Hαtschekiarotundigenitalis 

キンチャク夕、イ手ヰ Pomacanthidae

スミレヤツコ Paracentropygevenusta スミレヤツコノエラノミ Hatschekiasumireyakko 

ヘラルドコガネヤッコ Centropygeheraldi ミツワエラノミ Hatschekiatriannuli 

アカタチ手ヰ Cepolidae

イッテンアカタチ Acanthocepolalimbata :アカタチノエラノミ Hatschekiacepolae 

スミツキアカタチ Cepolaschlegeli :アカタチノエラノミ Hatschekiacepolαε 

スズメダイ科 Pomacentridae

オヤピッチャ属のl種Abud，耕Ufsp.・ナハエラノミ Hatschekianahaensis 

マナガツオ科 Stromateidae

マナガツオ Pampuspunctatissimus :マナガツオノエラノミ Hatschekiacon俳rα

ベラ科 Labridae

イラ Choerodonazurio・ニッポンエラノミ Hatschekiajaponica 

キツネダイ Bodianusoxycephalus :ベラノエラノミ Hatschekiapselldolabri 

ササノハベラ属のl種 Pseudol，αbrllssp. :ベラノエラノミ Hatscheldapseudolabri 

キユウセン Hαali花choεrεωspoecαilゐop〆teruωS アカアマダダPイノエラノミ Hαt臼schek幻lα braω仰nchioωsteg♂1 

フブ守ダダ、イ手科ヰ Sca創rι'ida巴

ブダイ Calotomusjaponicus ブダイノエラノミ Hatschekialeptoscari 

クロタチカマス1ヰGempylidae

クロシピカマス Promethichthyspromethells : Hatschekia sp. 

フグ目 Tetraodontiformes

モンガラカワハギ科 Balistidae

アカモンガラ Odonusniger :アカモンガラノエラノミ Hatschekiamihkagαn 

イソモンガラ Pseudobalistesfuscω:シリゴミエラノミ Hatschekiapselldobalistesi 

イトヒキオキハギAbαlistesjilamentoslls・ツツガタエラノミ Hatschekiacylindrus，ヤスリエラノミ

Hatschekia lima，スナオエラノミ Hatschekiasunaoi 

キヘリモンガラ Pseudobalistesflavimarginatus :リュウキュウエラノミ Hatschekiachuraumi 

クマドリ Balistapusundulatus クマドリノエラノミ Hatschekiajukurubi， ザンパエラノミ Hatschekia

zanpa 

クラカケモンガラ Rhinecanthusverrucosus :イノーエラノミ Hatschekiahemicyclium 

クロモンガラ Melichthysνidlla:ナカムラエラノミ Hatschekianakamurai 

スジナメモンガラ Xanthichythyslineopunctatus :イゼナエラノミ Hatschekiaizenaensis， カバタエラ

ノミ Hatschekia知的tai

タスキモンガラ Rhinecanthusrectangulus :イノーエラノミ Hatschekiahemicyclium 

ムスメハギSufJlamenbursa ジョーンズエラノミ Hatschekia jonesi 

ムラサメモンガラ Rhinecanthusaculeatω イノーエラノミ Hatschekiahemicyclium 
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メガネハギSujJlamenfraenatum・ジョーンズエラノミ Hatschekiajonesi 

モンガラカワハギBalistoidesconspicillum モンガラカワハギノエラノミ Hatschekiamongarah 

カワハギ科 Monacanthidae

アザミカワハギAmansesscopas :ウルマエラノミ Hatschekiakhahajya 

ウマヅラハギ Thamnaconusmodestus :ウマヅラハギノエラノミ Hαtschekiamonacanthi 

カワハギStephanolepiscirrhifer :ウマヅラハギノエラノミ Hatschekiamonacanthi 

ハクセイハギ Cantherhinesdumerilii :ウルマエラノミ Hatschekiakhahajya 

イトマキフグ科Aracanidae

イトマキフグKentrocaprosaculeαtus・イトマキフグノエラノミ Hatschekiapseudostracii 

ハコフグ科 Ostraciidae

ウミスズメ Lactoriadiaphana ウミスズメノエラノミ Hatscheki・abibullae 

ハコフグ Ostracionimmaculatus ハコフグノエラノミ Hatschekiaostracii 

ハマフグ Tetrosomusconcatenates クロシオエラノミ Hatschekiakuroshioensis 

ミナミハコフグ Ostracionωbicus ハコフグノエラノミ Hatschekiaostracii 

ハリセンボン科 Diodontidae

イシガキフグ Chilomycterusreticulatus イシガキフグノエラノミ Hatschekialegouli 

ネズミフグDiodonhystrix ハリセンボ、ンノエラノミ Hatschekiairidescens 

ハリセンボン Diodonholocanthus ハリセンボンノエラノミ Hatschekiairidescens 

ヒトヅラハリセンボ、ン Diodonliturosus ハリセンボンノエラノミ Hatschekiairidescens 

今後の研究課題

わが国では，山口左仲博士と椎野季雄博士によって，それぞれ1930年代と 1950年代から周辺海域におけ

る魚類寄生性カイアシ類の分類学的研究が精力的に行われ 24種のエラノミ科カイアシ類が報告された

(Yamaguti， 1939， 1953; Yama伊 tiand Yamasu， 1959， 1960; Shiino， 1957b， 1957c)。両博士は様々な海域で

調査を行い，その研究成果は膨大であるが，未調査の海域も多く残されている。なかでも，南西諸島海域に

おける研究は著しく遅れており，両↑専士によって報告されたエラノミ属はハタノエラノミとナハエラノミの

わずか2種にすぎない (Yamaguti，1953; Shiino， 1957b)。この海域は黒潮に強く影響を受けた亜熱帯域であ

り，魚類相が九州以北の日本列島の大きく異なるほか，その種相も非常に多様であることから，数多くのエ

ラノミ科カイアシ類が分布すると推測される。実際近年筆者らによって行われた調査で、は，主にフグ目魚

類から17新種が見出されている (Uyenoand Nagasawa， 2009b， 2010b， 2010c， 2012)。今後，検査魚の種数

を増やして研究を継続的に行うことにより，その種数は数倍に膨れ上がるだろう。また， 日本列島周辺の沿

岸海域において，水産的価値が低い魚種は今までに寄生虫検査が一度も行わなかったことが多い。今後，漁

業者を介さない方法によって採集される魚種を調べることにより，多くの未報告種が発見される可能性があ

る。同様に，深海域に生息する魚類についても，まだ十分研究が進められているとは言い難い。中深層以深

を主な生息環境とする魚類からの報告は，ヒウチダイとハシキンメからのエラノミ，アンコウからのアシュ

ラエラノミ，シオイタチウオ属のl種からのコヒゲアシュラエラノミの3種とクロシビカマスからのエラノミ

属の未同定I種に限られており (Yamaguti，1939; Shiino， 1957b;加藤ら， 1963; Avdeev and Kazatchenko， 

1986) ，研究の余地がある。

このような状況から， 日本周辺海域におけるエラノミ科相は今後さらなる種数の増加が見込めるが，現時

点で日本周辺海域から記録されている本科は4属44種であり，世界的スケールで見た場合，この海域が最も

多くの種が報告されている場所であることも間違いない。近隣の韓国からの2属5種 (Kim，1998)，中国か

らの2属2種 (Songand Kuang， 1980) をはるかに凌ぐ。またインドとオーストラリアからそれぞれ記録され

た2属7種 (Pi11ai，1985) と3属18種 (cf.Kabata， 1991) よりも著しく多い。しかしエラノミ科に関する知

見が極めて限られている台湾と東南アジア諸国を含む熱帯アジア周辺海域とオセアニアの低緯度島慎海域で

は，過去に十分な研究が行われていないだけで，生息魚種の多様さから，その種数は日本周辺海域を大きく
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上回ると予測される。ニューカレドニア産ハタ科魚類の寄生虫相に関する知見を整理した Justineet 

al. (2010)は，それら魚種に10種のエラノミ科カイアシ類を認め，多くの魚種は固有のエラノミ属に寄生

を受けていると記している。今後は，世界各地の研究者と連携して研究を推進することにより，エラノミ科

カイアシ類の多様性を明らかにしていくも重要な課題であろう。

本目録で扱ったツツウオジラミ科，エラノミ科，ニセエラノミ科に関する生態学的知見は極めて乏しい。

生物学的知見があるのはハナガタムシ(例えば B巴回 etal.， 2002; 1ngram， 2004) とエラノミ属のl種

Hαtschekia plectropomi (Scott-Holland et al.， 2006) にすぎず，それらも外国で行われた研究に基づくもの

である。今後は，生活史や宿主との相互関係の解明などを行い，カイアシ類3科の理解を深めることも必要

であろう。加えて，エラノミ科では，形態記載の多くが成体雌のみを用いて行われてきたが，成体雄を見出

して行うことも重要である。
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A checklist of copepods of the families Dichelesthiidae， Hatschekiidae and 

Pseudohatschekiidae (Siphonostomatoida) from fishes 
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59 

Abstract Based on the literature published between 1916 and 2012， a checklist is compi1ed for the 

following 46 nominal speci巴sand 1 unidentified species of three copepod families Dichelesthiidae (l 

nominal species in Anthosomα)， Hatschekiidae (44 nominal species in H atschekia， Prohatschekia， 

Pseudocongericola; 1 unidentified species in Hatschekia) and Pseudohatschekiidae (1 nominal species 

in Pseudohatschekiα)合omJapanese fishes. This checklist contains information for each copepod species 

regarding its host(s)， attachment site， known geographical distribution in Japanese waters， and 

references 
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Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org

